
＜定例会の主な議題及び要旨＞  令和６月８月２２日（木） 

【報告事項】 

１ ９月定例県議会の日程について 

                                    （総務部） 

警察本部から「９月定例県議会は、９月５日から１０月９日までの３５日間の日程

で開催される。警察委員会では、飲酒運転撲滅対策の推進状況について報告を行う予

定であり、決算特別委員会では、令和５年度福岡県一般会計決算ほか１件の審査を予

定している。」旨の報告があった。 

公安委員から「県議会の対応結果等については、当委員会に対して報告をお願い

する。」旨の発言があった。 

 

２ 児童虐待対策のためのカンファレンス開催に関する協定の締結について 

（刑事部） 

警察本部から「本県における児童虐待の見逃し及び被害拡大の防止に資することを

目的として、重大児童虐待事案が発生した場合に、他機関・多職種による事例カンフ

ァレンスを開催するため、県内６病院と協定を締結する。今後、本協定に基づき、病

院、児童相談所などの関係機関との連携を強化し、児童虐待対策を一層強力に進めて

いく。」旨の報告があった。 

公安委員から「協定を締結するのは、地域の拠点となっている病院などか。」旨の

発言があり、警察本部から「協定を締結するのは、福岡県児童虐待防止医療ネットワ

ーク事業の拠点病院や小児集中治療室などがあり児童虐待対応件数の多い病院であ

る。今後、県警察が重大児童虐待事案を認知し、カンファレンスを開催する際には、

本協定に基づき、医師等の派遣を依頼することとなる。」旨の説明があった。 

公安委員から、「カンファレンスは、どのような内容で行われるのか。」旨の発

言があり、警察本部から「被害児童の症状について、医師の意見等を聞きながら児童

虐待に当たるかどうかを判断したり、今後の対応方針を協議するものである。」旨の

発言があった。 

公安委員から「医師等の意見を聞くことで、初めて虐待が発覚することもあると

思われる。児童虐待の早期発見にもつながる取組であり、関係機関との連携強化につ

いても、引き続き進めてもらいたい。」旨の発言があった。 

 

３ ２県下における車上ねらい事件の捜査終結について 



（刑事部） 

警察本部から「行橋警察署、豊前警察署及び捜査第三課並びに大分県警察は、平

成２８年１月頃から令和６年４月までの間、福岡県内及び大分県内において、深夜、

自転車等を使用し、主に一軒家の敷地内に駐車中の自動車内から現金等を窃取した

車上ねらい事件について、行橋市居住の無職の男性を逮捕した。捜査の結果、被疑

者による車上ねらい等事件３４２件、被害総額約１，３５９万円相当を確認し、捜

査を終結した。」旨の報告があった。 

公安委員から「単独による犯行なのか。」旨の発言があり、警察本部から「単

独による犯行である。」旨の説明があった。 

公安委員から「被害車両は、施錠されていなかったのか。」旨の発言があり、警

察本部から「被害車両は、施錠ありと施錠なしがそれぞれあった。」旨の説明があった。 

公安委員から「一軒家の車庫に駐車していたのか。」旨の発言があり、警察本

部から「被害車両は、車庫などの一軒家敷地内に駐車していた。」旨の説明があった。 

公安委員から「被害件数や被害額を踏まえると、それだけ車内に現金を置いて

いるということであるのか。」旨の発言があり、警察本部から「被疑者は犯行を重

ねるうちに、一軒家敷地内に駐車している車両には現金が置いてあることが多いと

確信し、エスカレートしていったようである。」旨の説明があった。 

公安委員から「引き続き、県民の安全・安心のために、捜査を推進してもらい

たい。」旨の発言があり、警察本部から「今後も県民に不安を与える悪質な窃盗事

件の徹底検挙を図っていく。」旨の説明があった。 

 

４ 飲酒運転撲滅週間の取組について                

（交通部） 

警察本部から「８月２５日から８月３１日までの間、福岡県飲酒運転撲滅運動の

推進に関する条例で設定された本週間を絶好の機会と捉え、徹底した取締りと関係

機関・団体と連携した官民一体の広報啓発活動を二本柱として展開することにより、

県民の飲酒運転撲滅気運の更なる高揚と持続的な社会基盤の構築を図る。主な取組

として、県下一斉飲酒運転撲滅特別取締りをはじめとする交通指導取締りを推進す

るほか、スポーツ団体・マスコットキャラクターと連携したキャンペーンや通報訓

練等を実施する。また、８月２５日には、福岡市東区所在のなみきスクエアにおい

て令和６年度飲酒運転撲滅県民大会が開催される。」旨の報告があった。 



公安委員から「取締りの対象は、主に車だと思われるが、広報啓発は自転車につ

いても行うのか。」旨の発言があり、警察本部から「期間中の広報啓発は、自転車

や電動モビリティも含めて行っていく。」旨の説明があった。 

公安委員から「８月２５日の飲酒運転撲滅県民大会は、一般の方々も参加され

るのか。」旨の発言があり、警察本部から「約６５０人収容可能な会場となってお

り、県民の方にも広く参加していただくこととしている。」旨の説明があった。 


